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「探究」を促進する学校図書館

国際図書館連盟（IFLA）など図書館界の組織が、デ
ジタル環境下における著作権法の改正にいかに影響
を与え、どのような成果が得られたのかということで
あった。その後、各種文献やサービスにおいて生じる
著作権問題、新しい環境で新しい法令が図書館業務に
及ぼす影響、および図書館が果たすべき活動原則と
方法などの問題についてより深い議論が展開された。
その典型と言えるのは、2006 年 5 月の国務院常務委
員会会議で採択され、2006 年 7 月 1 日から施行され
た《情報ネットワーク送信権保護条例》である。以前
より中国の図書館界はこの《条例》の立法過程を注視
し、さまざまな手段で影響を与え、図書館の意向を反
映させることができた。
4. 図書館法規についての研究不足

　しかしながら、2001 年初頭から図書館界が図書館
法の制定を強く推進し始めてから 7年にわたり草案の
検討が重ねられてきたものの、未だ図書館法が公布さ
れていないため、現状では中国の図書館法体系の研究
は依然として図書館専門の法律の制度化に集中せざる
を得ない。2007 年の年初に中国図書館学会が開催し
た全国の各種図書館や政府の関連部門の代表者による
会議では、さらに多くの資源を統合し、互いに協調し
て法制化に必要な事項について検討するよう促され
た。また、中国図書館学会の《図書館立法提言》を起
草するなど、法制化に向けて実現可能な案を提示し、
法律の制定を順調に進めるよう呼びかけられた。この
他、比較的重視されている研究分野には、出版物の納
本制度の研究、図書館建築基準、サービス基準などの
制定と図書館員の職業倫理の確立、図書館の自由と権
利などがある。関連法規の研究では、著作権関連の法
律、法規の発展のほか、著作権の権限譲渡モデル、評
価方法、および著作権者とユーザ間のデジタル権益の
バランスをいかにしてとるのかといった著作権の保護
と利用のための図書館の諸活動については比較的成果
があるが、その他の分野の研究についてはまとまった
成果がないのが現状である。

（上海図書館副研究館員：金
きん

　
ぎょう

明
めい

）
（訳　関西館アジア情報課：篠

しの

田
だ

麻
あさ

美
み

）

⑴ 建中ほか . 于制定《上海 条例》的建 . 上海市第十二届
人大提案 . 2004. 1.
⑵ 李国新 . 1980 年 -2004 年中国 法治研究述 . 江西 学
刊 . 2006⑷, p. 2-6.
⑶ 德强 , 王召 . 我国 法 研究 述（1989̶2003）. 建

. 2005⑵, p. 6-9.
⑷ 小琴 . 《中 人民共和国 法》制定工作的 展、思路与主要
内容 . 大学 学 . 2003⑵, p. 2-5.
⑸ 怡 . 我国 法制建 研究述 一 80 年代至今 . 大学
学 . 1999⑹, p. 37-40.
⑹ 金 明 . 上海公共 法制建 状、 及完善策略 . 第五届中
日 学国 研 会 文集 . 2007⑽, p. 76-81.
⑺ 黄 明 . 我国 法律的 史与 状 . . 1997⑷, p. 32-33, 
44.

問われる受験型学力観

　Benesse 教育研究開発センターが実施している学習
基本調査によると、1990 年の第 1 回調査以来 2006 年
の第 4 回調査まで、高校生の家庭での学習時間は減少
の一途をたどり、達成意欲や「受験プレッシャー」の
低下などもともなって全体的に「脱受験競争時代」の
学習傾向が顕著になっているという⑴。その一方で、
小中学生もふくめてトップクラスの生徒には、学習習
慣が局所的に存在していることから、同センターは、
競争する者と競争しない者との分化が進んでいると
分析している。さらに、中学生の調査では、「成績差
が大きい」ことに加えて、「まじめだが受け身」「学習
するが学校に閉じている」「地域・家庭間格差が大き
い」といった傾向が挙げられている⑵。
　一方、経済協力開発機構（OECD）による生徒の学
習到達度調査（PISA）の 2003 年度及び 2006 年調査
における読解リテラシーの結果を見ても、2000 年調
査に比べてレベル 1未満の生徒の割合が大幅に増加
し、上位の生徒との二極化が進んでいることが分か
る⑶。福田誠治⑷によれば、PISA が測ろうとしている
学力は「教科横断的に形成される幅広い実践的な能力
（コンピテンシー）」であり、設問は「具体的な生活を
問題状況として、思考のプロセスが調べられるように
工夫されている」という。これは、これまで日本の学
校で育まれてきた受験型の「学力」とは異なるもので
あることから、PISA の読解リテラシーの結果には、
家庭や地域社会を含めた学校以外の教育環境も何らか
の形で影響していると考えられる⑸。
　かつて、高度経済成長下のわが国では、個人の競争
力を高めるための知識・技能の習得が日本型高学力を
支えてきた⑹が、いまやそのような学力観が問い直さ
れようとしている。子どもたちが受験競争に代わる学
びの意味を見いだし、学力格差を解消しながら、多様
な能力を開花させる条件を整えて弱体化した学びを回
復していくことが今日の学校教育の課題といえるだろ
う。
新しい学習指導要領とこれからの学校教育

　そんななか、2009 年度から実施される小学校と中
学校の新しい学習指導要領⑺が 2008 年 3 月に公表さ
れた。今回の改訂のポイントは、現行学習指導要領の
理念である「生きる力」を育むことを継承しながら、
「基礎的・基本的な知識・技能の習得」を基盤として
「思考力・判断力・表現力等の育成」に重点をおいて
いることだという。具体的には、各教科の指導のなか
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で基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれを活用す
る学習活動（観察・実験、レポートの作成、論述）を
行い、総合的な学習の時間において教科等を横断した
課題解決的な学習や探究活動を行うというものであ
る。それにともなって総合的な学習の時間の時数が 3
分の 2 に縮減される。これには異論もあるだろうが、
教科の指導が、単に知識・技能の習得にとどまること
なく、その活用と結びつけて、教科を横断した課題解
決的な探究活動へと発展させる道筋が示されたことは
注目される。なぜなら、今後、習得－活用－探究を相
互に関連させながら子どもたちの学びが発展していく
ようなカリキュラム編成が行われるとすれば、次のよ
うな効果が期待できるからである。
⑴ 教科の指導が、教師からの一方向的な伝達やドリ
ルなどの反復練習によって教科書の内容の定着を
はかることに終始することなく、「教えて考えさせ
る」⑻指導や「読ませて考えさせる」指導が進むの
ではないか。

⑵ 学んだことを、現実の社会や自己が抱えている問
題と結ぶことによって、「学校の勉強」と「人生の
生き方」が統合され、子どもたちが学びの意味を
実感できるようになるのではないか。

探究型の学習活動の展開

　探究とは、知識や情報を活用して、現実社会や自己
の生き方にかかわる課題や問題を解決していくことで
あり、そのような活動の指導は、これまでにも教科の
学習や総合的な学習の時間など、学校の教育活動のさ
まざまな局面において行われてきた。たとえば、片岡
勝規⑼は、高校社会科（倫理）の授業でレポートや小
論文作成を課す授業を展開するなかで、生徒の探究意
欲を掻き立てる方法を開発した。片岡は、書くことを
通して「自分自身を見つめ直し、社会と自分との関わ
りを省察できる」としたうえで、思考を深化させるた
めに「自分の考えと他人の考えの接点として様々な文
献にあたり、他人が書いたテクストと対話ができるこ
と」を生徒に求め、自分を取り巻く世間の思考と自分
自身の思考の枠組みを検証する批判的思考を行わせて
いる。
　強い意欲に支えられた探究活動であっても、ひとり
で淡々と遂行できるものではない。探究の過程で、さ
まざまな問題や困難にぶつかり、挫折しそうになるこ
ともしばしばである。そんなとき、探究の過程を振り
返って自らの思考や感情や行動をコントロールするた
めの指針や、学び合う仲間や、適切な助言をもらえる
指導者の存在が必要となる。その結果、学校内に、問
いや疑問を重視し、失敗を許容しながら、生徒も教師
もお互いの学びを支えあって向上する「探究の文化」
が育まれる。そのプロセスについては、プロジェクト

学習による実践的研究を続けている福井大学教育地
域科学部附属中学校が「探究」と「コミュニケーショ
ン」を通して、生徒と教師の双方に探究するコミュニ
ティを創出した、きわめて示唆に富む事例が報告され
ていている⑽。
探究活動と学校図書館

　知識・技能の活用や探究を重視する教育課程の展開
にあたって学校図書館の果たす役割は大きいと考えら
れる⑾。新学習指導要領の解説にも「学習・情報セン
ター」「読書センター」といった学校図書館の機能が
明記されている。しかし、「総合的な学習の時間」の
解説には、図書館担当者の役割として「必要な図書の
整備、生徒の図書館活用支援」⑿と記されてはいるも
のの、図書だけでなく多様なメディアやリソースへの
アクセスを保障し、リテラシーや思考力の育成にかか
わって子どもの学びや教師の教育活動を支援していく
司書教諭や学校図書館の姿⒀が十分に示されていると
は言い難い。
　「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まと
め・表現」といった一連の探究過程⒁の指導は、司書
教諭あるいは司書教諭資格を有する教師が担う専門的
職務の一部として、さまざまな実践事例が報告されて
いる。たとえば、鎌田和宏⒂は、小学校の教室で、子
どもの疑問や身近な出来事など、さまざまな場面で子
どもの好奇心を満足させ、問題を解決するために情報
リテラシーを身につけさせることが必要だという認識
にたって学校図書館を活用する実践を展開している。
鎌田の実践には、「神秘や不思議に目を見はる感性」
⒃（sense of wonder）や観察力に端を発した子ども一
人ひとりの学びが学級やグループの学びの質の高ま
りへと進化し深化していく様子がうかがえる。また、
宅間紘一⒄は、学校図書館と一体となって展開される
「論文指導」において、生徒が自分の問いを持ち、そ
れを深めていくことを軸にして、「考える」「調べる」
「書く」指導を行っている。
　そしてまた、桑田てるみ⒅は司書教諭として社会科
の授業にかかわり、必要な情報を取り出すための読
み方と論理的に表現させる指導を合わせて行っている
が、このような試みは、単に生徒の思考力や表現力を
育てるだけでなく、教職員間の協働を促進する文化を
学校内に築いていく可能性を示している。
実践知の共有と理論の整備

　だが、わが国では、このような司書教諭の実践を理
論的に裏づけて他の教職員と共有していくプロセス
が十分に進んでいるとはいえない。米国では、学校図
書館を質の高い学習センターに再生し、教授・学習の
改善を図ることを目的として、1988 年から 1998 年に
かけてライブラリー・パワー・プログラム（Library 
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カテゴリー「社会的責任（学びの共同体・社会への参
加）」29という要素が含まれてないことを指摘し、社
会の変革につながる「情報共有型探究学習」に向けて
の日本の学校図書館の課題としている。
探究を育む司書教諭の役割

　以上の考察をふまえて、知識・技能の活用や課題解
決的な探究活動を展開するにあたって司書教諭が他の
教職員と連携して果たすべき役割を次のように整理す
ることができる。
⑴ 学校の情報基盤を確立する

　図書館の整備だけでなく、学校内のメディア環境の
統合的な利用を図ることが必要だろう。
⑵ 情報リテラシーを軸にして探究型の学習指導を行

う

⑶ 学校内に探究するコミュニティを創造する

　他の教職員とチームを組んで指導計画の立案・実
施・評価や、その他の教育課題の解決を行うことで、
同僚性を育んでいくことが必要だろう。
⑷ 地域社会とのネットワークを構築する

　図書館のネットワーク機能を活用して探究活動を学
校の外に拡張していくことも必要だろう。資源の共
有だけでなく、eレファレンスや eラーニングも組み
込んで課題解決のためのソシアル・ネットワークを構
築することができれば、今後、子どもたちの探究活動
は、民主主義社会に参画する市民性を育む教育として
位置づけることができるだろう。
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　大塚尚子ほか . “学習の背景”. 生きるための知識と技能 : OECD 生
徒の学習到達度調査（PISA）: 2006 年調査国際結果報告書 . 3. 国
立教育政策研究所編 . ぎょうせい . 2007, p. 243-274.
⑹ 鹿毛雅治 . 特集 , 学習意欲 : どう捉え、どう向きあうか : 学習意欲
の構造から見た学校が取りうる方策 : 「状況意欲」に着目して教育
環境のデザインを . BERD, 2008, 13, p. 2-7. 
　http://benesse.jp/berd/center/open/berd/2008/07/pdf/13berd_01.
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　によると、国際学力調査によって「テストの点数は高いが学習意
欲は低い」という日本型学力の特質が 30 年間以上にわたって指摘

Power Program）が実施され、そこから得られた知
見⒆が、あらゆる学習活動の基盤となる情報リテラ
シー基準⒇の策定や、課題探究型の学習活動の過程
を類型化した“Big6”21などプロセス・モデルの開発
という形で実を結んでいる。カナダでも、アルバー
タ州の教育省が、何度かの改良を経て、生徒のメタ
認知活動を促す独自の「探究モデル」を開発すると
ともに、その指導法を具体的に解説した教師と司書
教諭のための手引書“Focus on Inquiry”22を刊行し
て、カリキュラム全般にわたって探究に焦点をあてた
学びの指導を奨励している23。探究型の学習活動にプ
ロセス・モデルが必要な理由として、ドナム24（Jean 
Donham）は、⑴ 教師がカリキュラムを組み立てる
足場となること、⑵ 探究過程における感情の変化に
対応するための尺度となること、⑶ 探究の過程を共
有するための共通の語彙が持てること、⑷ 探究を進
める生徒の指針となること、⑸ 探究の過程を観察す
るためのモデルになること、を挙げて、教師にとって
も生徒にとってもモデルが有効だとしている。
　情報リテラシー基準やプロセス・モデルが普及し、
広く活用されるようになったことをふまえて、米国
学校図書館員協会（AASL）は、2007 年度の大会に
おいて新たに「21 世紀の学習者の基準」25（E718 参
照）を採択した。そこには、探究型の学習活動を進
める過程で学習者に求められる技能、資質、責任
と、それを自ら評価・改善するための方略が具体的
に示されている。では、そのような探究型の学習指
導はどのように行われるのだろうか。学校図書館を
ベースにした学びの理論化に取り組んでいるクルトー
26（Carol Kuhlthau）は、生徒の生活経験や関心の領
域（First Space）と教師が提供するカリキュラムの
領域（Second Space）が融合する第 3の領域（Third 
Space）を、生徒が学び合う探究の場と位置づけたう
えで、教科担当教師、司書教諭、地域の専門家などか
らなるチームによって多面的な指導を行い、ヴィゴツ
キー（Lev Vygotskii）の「発達の最近接領域の理論」
27にもとづいて適切に介入していくことが必要だと指
摘している。そこには、学校の教育活動の担い手とし
て同僚性を築いていく多様な専門職の姿が浮かび上
がってくる。
　このような海外の動向に照らして、日本の実践はど
のように位置づけられるだろうか。坂本旬28は、日本
における戦後の探究学習の系譜を「生活綴方型探究
学習」「科学発見型探究学習」「知的生産型探究学習」
「情報共有型探究学習」の 4つのモデルに類型化して
論じ、学習センターとしての学校図書館が「知的生産
型探究学習」に取り組んでいる事例を紹介したうえ
で、そこにAASL の情報リテラシー基準の 3つめの
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され続けてきたという。その内実については、下記の資料で詳し
く検討されている。
　田中耕治 . “学力調査に見る日本の子どもたちの学力実態 : 最近の
PISA・TIMSS・文部科学省の調査結果から”. 希望をつむぐ学力 . 
久冨善之ほか編著 . 明石書店 , 2005, p. 104-136,（未来への学力と日
本の教育 , 1）.
⑺ 文部科学省 . “新しい学習指導要領”. 
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm,（ 参 照
2008-08-08）.
⑻ 市川伸一 . 「教えて考えさせる」授業を創る : 基礎基本の定着・深
化・活用を促す「習得型」授業設計 . 図書文化社 , 2008, 188p.,（教
育の羅針盤 , 1）.
　なお、市川には、探究型の学習に関しても下記の著書があるので、
両方を合わせて参照されたい。
　市川伸一 . 開かれた学びへの出発 : 21 世紀の学校の役割 . 金子書
房 , 1998, 181p.,（子どもの発達と教育 , 6）.
⑼ 片岡勝規 . “探究意欲と批判的思考力を育成する倫理の学習 : レ
ポート･小論文作成を中心とした授業の工夫”. 平成 9・10 年度 高
等学校教科研究員研究報告書 地理歴史・公民 . 千葉県教育庁学校
指導部指導課 .  
　http://homepage2.nifty.com/k-katsunori/tankyu.htm,（ 参 照 
2008-08-08）.
⑽ 福井大学教育地域科学部附属中学校研究会 . 中学校を創る : 探究
するコミュニティへ . 東洋館出版社 , 2004, 200p.
⑾ 根本彰 . 特集 , 新学習指導要領を読む : 学校図書館の重要性を示唆
する新指導要領 . 学校図書館 .  2008,（693）, p. 15-18.
⑿ 文部科学省 . “校内組織の整備”. 中学校学習指導要領解説 . 総合
的な学習の時間編 , 2008, p. 107-113. 
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/
chukaisetsu/index.htm,（参照 2008-08-08）.
⒀ 図書館専門職が「学び方の指導」や「書く力」を伸ばす指導にど
のようにかかわるかに関しては次の資料がある。
　Zmuda, Allison et al. Librarians as Learning Specialists: Meeting 
the Learning Imperative for the 21st Century. Libraries Unlimited, 
2008, 128p.
　Cox, Marge et al. The Library Media Specialist in the Writing 
Process. Linworth Publishing, 2007, 120p.
⒁ 文部科学省 . “総合的な学習の時間の学習指導のポイント”. 中学
校学習指導要領解説 . 総合的な学習の時間編 . 2008, p. 96-104. 
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/
chukaisetsu/index.htm,（参照 2008-08-08）.
⒂ 鎌田和宏 . 教室・学校図書館で育てる小学生の情報リテラシー . 
少年写真新聞社 , 2007, 175p.
⒃ Carson, Rachel. センス・オブ・ワンダー . 上遠恵子訳 . 新潮社 , 
1996, 60p.
⒄ 宅間紘一 . はじめての論文作成術 : 問うことは生きること . 三訂
版 , 日中出版 , 2008, 214 p.
⒅ 桑田てるみ . 特集 , 子供の読書を再考する : 思考力（PISA 型読解
力）を高めることを目的とした学校図書館の「読書」支援 : 社会
科授業への支援を例として . 現代の図書館 , 2008, 46⑴, p. 17-25.
⒆ Zweizig, Douglas L. et al. Lessons from Library Power: Enriching 
Teaching and Learning: Final Report of the Evalutaion of the 
National Library Power Initiative: an Initiative of the DeWitt 
Wallace-Reader’s Digest Fund. Libraries Unlimited, 1999, 281p.
　ライブラリー・パワー・プログラムは、当時のデウィット・ウォ
リス・リーダーズ・ダイジェスト基金（DeWitt Wallace-Reader’s 
Digest Fund）の支援によって、全米 19 地域、35 学区の公立学校
700 校、100 万人の児童生徒にたいして実施された。
⒇ American Association of School Librarians. Information Literacy 
Standards for Student Learning. ALA, 1998, 56p.
21 Big6 Associates. “Big6”. 
　http://www.big6.com/,（accessed 2008-08-08）. 
22 Focus on Inquiry: a Teacher’s Guide to Implementing Inquiry-
Based Learning. Alberta Learning, 2004, 111p. 
　http://www.education.gov.ab.ca/K_12/curriculum/bysubject/
focusoninquiry.pdf,（accessed 2008-08-08）.
　この小冊子は、”Focus on Learning”（1958）、 “Focus on Reseach”
（1990）による実践知を引き継いで刊行されたもので、2005 年度に
国際学校図書館協会（IASL）から、もっとも優れた、あるいは革
新的な学校図書館のプロジェクト、プラン、出版物、プログラム
に対して与えられる ProQuest Information and Learning : eLibrary 
Commendation Award を受賞している。
23 徳岡慶一 . 「探究」型学習に関する一考察 : カナダ・アルバータ州
教育省教師用手引き書“Focus on Inquiry”の分析を通して . 京都
教育大学教育実践研究紀要 . 2008, ⑻, p. 119-128. 
　http://cert.kyokyo-u.ac.jp/report8PDF/13.pdf,（参照 2008-08-08）. に従
来のプロセス・モデルとの相違点や、教科担任と司書教諭がかか
わったティーム・ティーチングの事例などが紹介されている。
24 Donham, Jean. “2 The Importance of a Model”.   Inquiry-Based 
Learning: Lessons from Library Power, Linworth Publishing, 2001, 
p. 13-30.

25 American Association of School Librarians. Standards for the 
21st-Century Learner. ALA, 2007. 
　http://www.ala.org/aasl/standards,（accessed 2008-08-08）. 
26 Kuhlthau, Carol C. et al. Guided Inquiry: Learning in the 21st 
Century. Libraries Unlimited, 2007, 170p.
27 Vygotskii, Lev. 「発達の最近接領域」の理論 : 教授・学習過程にお
ける子どもの発達 . 土井捷三ほか訳 . 三学出版 , 2003, 227p.
28 坂本旬 . ｢ 探究学習」の系譜と学校図書館 . 生涯学習とキャリアデ
ザイン . 2007, ⑷, p. 49-59. 入手先 , 法政大学学術機関リポジトリ .  
　http://hdl.handle.net/10114/1685,（参照 2008-08-08）.
29 American Association of School Librarians. Information Literacy 
Standards for Student Learning. ALA, 1998, 56p. は、「情報リテラ
シー」「自主学習」「社会的責任」の 3 つの要素について 9 つの基
準と 29 の指標で構成されている。坂本はこれを民主主義のリテラ
シーと捉え、コンピュータ・リテラシーなどとの混同を避けるた
めに information literacy を「識知能力」と訳している。

CA1672
マンガ同人誌の保存と利活用に向けて
－コミックマーケットの事例から－

1. はじめに

　一般的に「同人誌」とは「主義・志などを同じくす
る人たちが、自分たちの作品の発表の場として共同で
編集発行する雑誌」（『大辞林』 第 2 版より）のように
定義される。
　本稿ではこのうち、同人誌即売会や専門書店等で
限定的な形で自費出版として頒布される、マンガ・ア
ニメ・ゲーム等を題材としたいわゆる「マンガ同人
誌」の保存と利活用の現状、課題について、筆者が
運営に携わっている同人誌即売会「コミックマーケッ
ト」（以後、コミケットと呼ぶ）の事例を中心に紹介
する。したがって本稿における「同人誌」とは「マン
ガ同人誌」のことを指すものとする。
2. 同人誌保存・利活用の必要性

　近年、マンガ・アニメ・ゲームを、日本が誇る文
化・芸術と見なす動きが広まっている。政府の『知的
財産推進計画 2008』でも、マンガ・アニメ・ゲーム
は「日本の魅力」「日本ブランド」の 1つと位置付け
られている⑴。
　こうしたマンガ・アニメ・ゲーム文化を育んできた
場の 1つが同人誌であり、また 1975 年 12 月に始まっ
たコミケットをはじめとする同人誌即売会である。日
本のマンガ・アニメ・ゲーム文化における創作活動、
ファン活動の中で、同人誌は大きな位置を占め続けて
きた。
　多くの商業作家・制作者・編集者たちが、アマチュ
ア時代に同人活動を経ており（例えば、プロのマンガ
家の半数近くに同人誌経験がある⑵）、商業活動と並
行して同人活動を続けている人も多い。作家の研究を
行う場合、商業活動のみならず、同人活動をも視野に
入れる必要が生まれてきている。
　また、自分のオリジナル作品を掲載する創作同人


